
高等学校 令和8年度（1年次用） 教科　  科目 生物基礎
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 年次 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

計

○

１
学
期

1

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、理科の見方・考え方をはたらかせる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活との関係を重視し、生物現象について
の観察や実験をおこなう。よって生物現象につ
いての根本的な考えやルールを理解する。さら
に、観察、実験についての技能が身に付いてい
る。

生物現象を、探究を通じて、問題を見いだすた
めの観察、実験による検証、調査、データの分
析・探究の方法が習得できている。

改訂版　生物基礎　数研出版

12

定期考査
1

第1章2節　 単元　エネルギーと代謝　3
節　呼吸と光合成
【知識及び技能】エネルギーを、呼吸や
光合成から得ていることを理解し、代謝
は、酵素が関与していることを理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】呼吸や光
合成からエネルギーを得る方法を表現で
き、代謝で酵素がどのように関与してい
るのか説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】体内で行
われる化学反応は、酵素が関わっている
ことを理解しようとする。

○

・指導事項　化学反応の原理を理解
させ、酵素反応といった化学実験を
おこない、考察させる。

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】エネルギーを呼吸や光合成から
得て、代謝は酵素が必要であること、エネル
ギーはATPの形で供給されていること理解してい
る。（定期考査）
【思考・判断・表現】エネルギーを得る方法
を、関連づけて考察・表現できる。（発問評
価・課題提出・実験評価）
【主体的に学習に取り組む態度】資料から生命
活動にエネルギーが必要であることを理解しよ
うとする。化学反応は、酵素が関係するを理解
しようとする。（発問評価・授業態度）

○ ○

70

17

理科

見通しをもって観察、実験などを行うことを通して、科学的に探究する能力と態度を育てる。

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な自然観を育成する。

○

配当
時数

1章1節 単元　生物の多様性と共通性
【知識及び技能】すべての生物で細胞が共通の
構造であることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】　資料や実験を
もとに、生物に共通する性質を見いだし表現す
ることができる。さまざまな生物の比較に基づ
いて，すべての生物に見られる特徴について考
え，共通性を見いだすことができる。
【学びに向かう力、人間性等】細胞小器官のは
たらきの違いを理解しようとする。さらに多様
性・共通性に関心をもつ

・指導事項　細胞に関する基本的な
用語を理解させる。観察から実際に
細胞構造を認識し、生物の共通事項
を理解させる。

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】細胞が共通の構造であることを
理解し、原核細胞と真核細胞の違いを知る。さ
らに顕微鏡で観察する技能を習得している。(定
期考査)
【思考・判断・表現】実験から生物に共通する
性質を表現することができる。さらに細胞が生
物の基本構造であることを考察できる。（発問
評価・課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】実験や観察を
通じて生物の共通性を、見いだす。（発問評
価・授業態度）

○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

1

○ 12

知 思 態

第三章 1節単元　体内での情報伝達と調節　2
節　単元　体内環境の維持のしくみ　3節免疫
のはたらき
【知識及び技能】体内環境が一定の範囲に保た
れることとその意味を理解している。解剖への
関心を深める。
【思考力、判断力、表現力等】恒常性から、神
経系と内分泌系による調節及び免疫などの特徴
を見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】外界の環境が変
化しても、体内環境は一定の範囲に保たれてい
ることを理解し、加えて、神経系と内分泌系に
よる調節に対して主体的に関わり，科学的に探
究しようとしている。

・指導事項　恒常性の概念を理解さ
せ、具体例を実体験としてわからせ
る。

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】神経やホルモンの働きにより体
内環境が維持されることを理解している。(定期
考査)
【思考・判断・表現】体の調節に関する観察を
おこない、体内での情報伝達が体の調節に関係
していることを見いだして理解することができ
る。(発問評価・課題提出)
【主体的に学習に取り組む態度】観察、実験に
基づいて、体内での情報の伝達が体の調節に関
係していることを見いだし、理解しようとす
る。(発問・課題提出)

○ ○

2章1節 単元　遺伝情報とDNA、遺伝情報
の複製と分配
【知識及び技能】ゲノム、遺伝子、染色
体、DNAの関係を理解している。また，塩
基の相補性と DNA の複製を関連付けて理
解すること。
【思考力、判断力、表現力等】DNAの複製
を塩基配列と関連付けて説明することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】ゲノムと
遺伝子、染色体、DNAの関係について理解
しようとする。

・指導事項　DNA、塩基配列に関する
基本的な用語を理解させる。観察か
ら実際に細胞分裂の過程を認識し、
生命の連続性を理解させる。

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】DNAが二重らせん構造である、ゲ
ノム、遺伝子、染色体、DNAの関係を理解してい
る。（定期考査）
【思考・判断・表現】資料に基づき、DNAの構造
を見いだすことができる。（発問評価・課題提
出）
【主体的に学習に取り組む態度】ゲノムと遺伝
子、染色体、DNAの関係について理解しようとす
る。（発問評価・授業態度）

○ ○

３
学
期

定期考査
○ ○２

学
期

生物基礎

（A組：） （B組：） （C組：） （D組：）

理科 生物基礎

定期考査
○ ○

○

○

定期考査

理科

生物現象に対して主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度が養われている。その際、
自然環境の保全に寄与する態度が養われてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

2

生物基礎

○

1

○

第二章3節 単元　遺伝情報の発現
【知識及び技能】DNAの塩基配列に基づい
て、タンパク質が合成されることを理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】DNAからタ
ンパク質が合成される際には、転写・翻
訳が行われることを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】DNAの塩基
配列情報に基づいてタンパク質が合成さ
れることを理解しようとする。

定期考査

・指導事項　遺伝情報の発現がタン
パク質合成であることを前提にその
過程を講義・実習で理解させる。

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】塩基配列に基づき、タンパク質
合成されることを理解している。（定期考査）
【思考・判断・表現】DNAの遺伝情報に基づきタ
ンパク質合成される過程を考察し、表現でき
る。（発問評価・課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】塩基配列の情
報からタンパク質合成がおこなわれることを理
解しようとする。（発問評価・授業態度）

14○○○

1〇〇


